
 

 

平成 24 年度 

青葉区区民意識調査結果 

－ 概 要 版 － 

 

 

青葉区では、平成 24 年度区政運営方針として 

「住みつづけたいまち『青葉』」を基本目標に掲げ、 

その目標達成に向けた施策として 

 子育てを楽しめるまち 

 安心していきいきと暮らせるまち 

 地域の思いをかたちにできるまち 

 大切な環境を守り育むまち 

を推進しています。 

平成 24 年度青葉区区民意識調査で得られた回答をもとに、この４つの施策に関す

る区民の皆さまの生活意識や、区政に対する満足度、要望等の集計報告を行います。 

 

平成 24 年度青葉区区民意識調査 調査概要 

 

調 査 の 目 的 青葉区にお住まいの皆さまの生活意識や区政に対する満足度、要望

等を的確に把握し、今後の区政運営に活かしていくことを目的とす

る。 

調 査 対 象青葉区内在住の 16 歳以上の男女 3,000 人（うち外国人 60 人） 

抽 出 方 法 住民基本台帳及び外国人登録原票からの無作為抽出 

調 査 方 法 郵送によるアンケート方式 

回 答 率51.3％（有効回答者数 1,529 人） 

調 査 期 間平成 24 年 5 月 31 日～6 月 18 日 

設 問 分 野生活環境、災害対策、防犯、子育て、若者の就労、介護予防、環境、

健康、地域活動・地域社会、定住意向 等 

図 表 の 見 方 図（グラフ）の中で使用されているアルファベットの意味は次のと

おり。 

ＭＡ ：複数回答（マルチアンサー）の設問 

Ｎ ：その設問に対する回答者数  
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平成２４年度 青葉区区民意識調査 

 

目   次 

 

「住みつづけたいまち『青葉』」 ................................................ 2 

青葉区の魅力  

日々の生活の中で、不足もしくは不便と思うこと  

身近な住環境で心配なこと  

青葉区への定住意向  

現在の住まいの地域を選んだ理由  

 

子育てを楽しめるまち  

子育て中の家庭を支援するために必要なこと  

子どもたちが健やかに成長するために、地域が担う役割として重要なこと  

子育て中の不安、不満  

 

安心していきいきと暮らせるまち ............................................... 8 

首都圏で平日の昼間に大地震が起きた場合、特に不安に思うこと  

家庭で行っている災害対策  

地域防災拠点、地域医療救護拠点、広域避難場所の認知度  

犯罪や事故など安全について心配なこと  

犯罪を未然に防ぐため必要な取組 

青葉区が長寿のまちである要因  

健康づくりのために取り組んでいること  

喫煙の有無  

大腸がん、子宮がん、乳がん検診の受診状況と、検診を受けなかった理由  

 

地域の思いをかたちにできるまち .............................................. 13 

参加してみたい（している）地域活動  

地域が抱える課題や問題  

 

大切な環境を守り育むまち .................................................... 14 

環境を守るための取り組み  

燃やすごみを削減するために行っていること  

区内の緑地や農地などの保全について  
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「住みつづけたいまち『青葉』」  

 

青葉区の魅力 

 

「街路樹や公園など、整備された緑に囲まれている」を６割強、「都心に近く、通

勤・通学などに便利である」が半数強の人が挙げている。良好な自然環境と利便性の

良さが共存している点が評価されている。 

 

 

 

日々の生活の中で、不足もしくは不便と思うこと 

 

「駅への送迎のための駐車場」が２割強で最も多く、以下「図書館」「駅の駐輪場」

「駅の駐車場」と続いており、駐輪・駐車場の不足・不便を指摘する意見が多い。 

 

 

 

  

64.0

52.8

47.5

44.4

39.9

34.4

28.0

24.2

11.8

7.3

3.9

3.3

1.0

1.8

1.3

0 20 40 60 80

街路樹や公園など、整備された緑に囲まれている

都心に近く、通勤・通学などに便利である

買い物に不自由しない

田園風景や森林など、農地・自然環境に恵まれている

病院、学校、道路などの生活基盤が整っている

整然とした良好なまちなみである

公共交通機関が発達している

教育の水準が高い

文化の水準が高い

地域活動が盛んである

福祉サービスが充実している

歴史、文化的資源が豊富である

その他

特に魅力を感じない

無回答

％

N=1,529

<MA>

23.0

21.7

17.5

15.2

12.8

12.3

11.6

10.8

10.5

9.8

7.8

7.7

7.7

5.8

5.7

5.6

4.7

3.8

3.7

3.4

3.1

2.1

4.6

9.5

2.7

0 5 10 15 20 25

駅への送迎のための駐車場所

図書館

駅の駐輪場

駅の駐車場

道路（道幅、渋滞など）

日用品の店（商店街）

交通手段（バス）

ショッピングセンター・スーパー

スポーツ施設

ごみのリサイクル・減量化

子どもの遊び場や子育て支援のための施設

高齢者のための施設

交番・警察

交通手段（電車）

保育園・幼稚園

就労場所

公園

病院、診療所

地区センター、コミュニティハウス

緑地（山林や農地など）

障がい者のための施設

小学校・中学校

その他

特にない

無回答

％

N=1,529

<MA>
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身近な住環境で心配なこと 

 

昨年度調査では東日本大震災の影響を大きく受けて「地震」が大きく増加したが、

今年度も僅かながら昨年よりさらに増加して４割を超えている。以下「路上駐車」「犯

罪、治安」「敷地の造成にともなう緑地の減少」を２割以上の人が挙げている。 

 

 

 

＜ 参考 平成 23 年度調査結果との比較 ＞ 

 

 

  

41.3

23.3

22.9

21.8

18.1

14.3

13.8

13.1

11.1

8.5

6.9

6.6

3.5

3.5

2.9

1.8

5.6

12.2

2.6

0 10 20 30 40 50

地震

路上駐車

犯罪、治安

敷地の造成にともなう緑地の減少

その他ごみの不法投棄

自動車の騒音

火災

敷地の細分化

まちなみを乱す建物、広告物など

自転車の違法駐輪

河川の汚れや臭い

高層建築物（日照や眺めなど）

建物の用途（店舗、倉庫、工場など）の混在

河川・水路のはん濫（風水害）

建築工事の騒音

自動車の不法投棄

その他

特に心配なことはない

無回答

N=1,529

<MA>

％％
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青葉区への定住意向 

 

「今住んでいるところに住み続けたい」が約６割で飛びぬけて多く、次いで「青葉

区内のどこかに住み続けたい」が約２割で、これらを合わせると青葉区内への定住意

向は８割を超える。平成 23 年度調査と比較すると僅かに減少しているが、定住意向

が依然として高い水準にあることには変わりない。 

 

 
 

＜ 参考 平成 23 年度調査結果との比較 ＞ 

 

  

59.9

20.5

0.8

0.7

0.8

0.9

6.4

3.7

6.3

0 10 20 30 40 50 60 70

今住んでいるところに住み続けたい

青葉区内のどこかに住み続けたい

青葉区以外の横浜市に住みたい

川崎市に住みたい

横浜市、川崎市以外の神奈川県内に住みたい

町田市に住みたい

東京23区に住みたい

その他の地域に住みたい

無回答

％

N=1,529

<MA>

青葉区への 

定住意向８割超 
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現在の住まいの地域を選んだ理由 

 

「都心に近く、通勤・通学などに便利である」が３割弱で最も多く、僅差で「自然

環境に恵まれている」が続いている。良好な住環境と利便性の高さが評価されており、

「青葉区の魅力」と同様の結果となっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

28.2

26.0

21.8

19.9

18.4

16.8

12.2

11.5

7.9

7.8

7.1

6.9

5.5

5.4

2.1

1.8

8.4

4.3

2.9

0 5 10 15 20 25 30

都心に近く、通勤・通学などに便利である

自然環境に恵まれている

交通の便が良い

整然とした良好なまちなみである

駅またはバス停が近くにある

住宅が多く静かである

自宅近くにスーパーや店がある

教育や文化の水準が高い

自分の成人した子ども、もしくは親が青葉区内に住んでいる

生まれてからずっと住んでいる

病院や診療所が充実している

学校や保育園・幼稚園が近くにある

以前に住んでいたことがある

知り合いが区内にいる

社宅、寮がある

趣味や余暇活動がしやすい

その他

特に理由はない

無回答

％

N=1,529

<MA>

街路樹や公園など、整備された緑に囲まれている 

都心に近く、通勤・通学などに便利である 

買い物に不自由しない 

田園風景や森林など、農地・自然環境に恵まれている

病院、学校、道路などの生活基盤が整っている  

◆「青葉区の魅力」上位５位◆  

良
好
な
住
環
境
と
利
便
性
の
高
さ 
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子育てを楽しめるまち  

 

 

子育て中の家庭を支援するために必要なこと 

 

「保育園」が２割強で最も多く、次いで「子育ての相談ができる場所」「親子で遊

べる、学べる場所」「乳幼児の一時預かり場所」「手当などの経済的支援」が２割弱

で続く。 

 

 

 

子どもたちが健やかに成長するために、地域が担う役割として重要なこと 

 

「子どもたちのマナーやモラルの育成」「挨拶や声かけなどの習慣づくり」の２

点に回答が集中している。「安全パトロール・見守り」「ボランティアや地域活動へ

の参加の機会づくり」にも２割以上の回答が得られている。 

 

 

 

  

23.9

19.8

17.9

17.5

16.8

8.4

4.2

1.8

5.9

3.1

6.5

0 5 10 15 20 25 30

保育園

子育ての相談ができる場所

親子で遊べる、学べる場所

乳幼児の一時預かり場所

手当などの経済的支援

子育て情報の収集ができる場所

幼稚園

その他

わからない

特に必要な支援はない

無回答

％

N=1,529

<MA>

65.8

59.7

35.4

25.6

18.8

9.9

9.7

5.8

1.1

2.3

1.4

5.3

0 20 40 60 80

子どもたちのマナーやモラルの育成

挨拶や声かけなどの習慣づくり

安全パトロール・見守り

ボランティアや地域活動への参加の機会づくり

習い事や遊び場の提供

地域の歴史や伝統文化の伝承

子どもの職業体験の機会づくり

復習などの学習支援

その他

わからない

特にない

無回答

％

N=1,529

<MA>
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子育て中の不安、不満 

 

「学校や塾の費用などの教育費の負担が大きい」が突出して多く、経済的負担を挙

げる声が過半数を占める。「進路について」「登下校時の安全」を共に３割程度が挙

げている。 

 

 

 

 

 

  

55.6

31.1

30.6

24.5

18.6

17.3

6.6

3.5

4.8

0 10 20 30 40 50 60

学校や塾の費用などの教育費の負担が大きい

進路について

登下校時の安全

いじめなどの学校での人間関係

近所で子どもが運動できる場所が少ない

社会体験の機会が少ない

学校と地域の交流が少ない

その他

特にない

N=376

<MA>

％％％
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安心していきいきと暮らせるまち  

 

 

首都圏で平日の昼間に大地震が起きた場合、特に不安に思うこと 

 

「家族の安否確認手段」が最も多く、６割以上の人が不安だとしている。次いで「停

電・断水、電話の途絶」が半数弱、「家族や自分の帰宅困難」「食料･水の確保」「建

物の倒壊」を３割以上の人が挙げている。 

 

 

 

家庭で行っている災害対策 

 

「水や食料の備蓄」が最も多く、６割以上の人が行っている。次いで「非常持ち出

し品の用意」を半数以上、「家具の固定・転倒防止」を４割が挙げている。 

 

 

 

  

62.6

45.8

40.1

37.6

31.0

29.6

18.9

13.8

13.4

10.6

1.9

0.5

0.3

1.3

0 20 40 60 80

家族の安否確認手段

停電・断水、電話の途絶

家族や自分の帰宅困難

食料･水の確保

建物の倒壊

正確な情報の入手

火災の発生

病気や怪我等の医療体制

避難場所に関すること

家具の転倒

地盤の液状化現象

その他

特に不安を感じることはない

無回答

％

N=1,529

<MA>

64.7

52.1

40.0

25.5

16.0

11.2

7.7

6.5

6.1

5.8

5.7

4.3

0.4

10.3

1.8

0 20 40 60 80

水や食料の備蓄

非常持ち出し品の用意

家具の固定・転倒防止

家族の集合場所を決めている

家族間の連絡方法を決めている

幼稚園や小学校と児童の引き取り方法を決めている

地域の防災訓練への参加

通勤･通学途中の避難場所の確認

建物の耐震診断や耐震補強

近所での協力関係を作っている

ガラスの飛散防止

横浜市防災情報Eメール配信サービスの登録

その他

特に災害対策はしていない

無回答

％

N=1,529

<MA>
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地域防災拠点、地域医療救護拠点、広域避難場所の認知度 

 

地域防災拠点は「知っているし場所もわかる」が６割強で、この３つの中では最も

認知度が高いが、「知らない」も３割弱に達している。地域医療救護拠点は「知らな

い」が約７割に達し、認知度は低い。広域避難場所は「知っているし場所もわかる」

「知らない」がともに４割強でほぼ拮抗している。平成 23 年度横浜市民意識調査と

比較すると、地域医療救護拠点の認知度に大きな差はないが、地域防災拠点の認知度

が高く、広域避難場所は低くなっている。 

 

 

 

＜ 参考 平成 23 年度横浜市民意識調査との比較 ＞ 

 

 

  

61.4

13.5

45.5

7.1

10.1

9.3

28.1

70.2

40.7

3.5

6.1

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域防災拠点（N=1,529）

地域医療救護拠点（N=1,529）

広域避難場所（N=1,529）

知っているし場所もわかる 知ってはいるが場所はわからない 知らない 無回答

34.4

15.9

65.6

6.7

7.1

6.1

55.2

72.1

25.7

3.7

4.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域防災拠点（N=2,163）

地域医療救護拠点（N=2,163）

広域避難場所（N=2,163）

知っているし場所もわかる 知ってはいるが場所はわからない 知らない 無回答

横 浜 市 民 意 識 調 査 の 結 果 と 比 べ る

と、地域防災拠点の認知度が 27 ポイ

ント高く、広域避難場所の認知度は

20 ポイント低くなっている。  
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犯罪や事故など安全について心配なこと 

 

「空き巣や車上ねらいなどの窃盗犯罪」が最も多く、半数以上の人が不安だとし

ている。次いで「交通事故（対自動車）」「交通事故（対自転車）」「ひったくりな

どの路上犯罪」が３割前後で続く。一方「不安を感じることはない」は１割強。 

 

 

 

犯罪を未然に防ぐため必要な取組 

 

「警察による防犯パトロールの強化」を約７割の人が挙げている。以下「防犯灯な

どの防犯設備の充実」「犯罪発生情報の提供」「地域ぐるみの防犯パトロールの強化」

と続く。 

 

 

 

  

51.0

33.6

28.4

27.4

18.1

17.8

15.8

13.6

13.1

6.5

5.2

1.9

1.8

13.0

3.1

0 10 20 30 40 50 60

空き巣や車上ねらいなどの窃盗犯罪

交通事故（対自動車）

交通事故（対自転車）

ひったくりなどの路上犯罪

悪質商法やオレオレ詐欺などの詐欺犯罪

子どもに対するいたずらや暴力

インターネットを利用したハイテク犯罪

痴漢、婦女暴行などの性的犯罪

自転車、自動車などの乗り物盗難

つきまとい、無言電話などのストーカー

殺人、強盗などの凶悪犯罪

暴力団による犯罪

その他

不安を感じることはない

無回答

％

N=1,529

<MA>

70.7

59.1

48.4

45.7

26.4

7.8

1.6

2.9

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80

警察による防犯パトロールの強化

防犯灯などの防犯設備の充実

犯罪発生情報の提供

地域ぐるみの防犯パトロールの強化

学校などにおける子ども向けの生活安全教育の実施

防犯講習会の実施

その他

わからない

無回答

％

N=1,529

<MA>
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青葉区が長寿のまちである要因 

 

「医療、福祉施設などの社会基盤が整っており、安心して暮らせるから」を半数

近くの人が挙げているが、回答は分散した。 

 

 

 

健康づくりのために取り組んでいること 

喫煙の有無 

 

「バランスの良い食事」が最も多く６割強。次いで「健康診断の定期的な受診」が

５割弱である。「何もしていない」は僅かで、健康づくりについて何らかの取り組み

をしている人が多いのがわかる。喫煙については「吸わない」が８割強を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.9

45.4

41.3

40.2

26.3

8.8

4.3

0 10 20 30 40 50 60

医療、福祉施設などの社会基盤が整っており、安心して暮らせるから

健康づくりに関心があり、実践している住民が多いから

公園や緑などの自然環境に恵まれているから

良好なまちなみが整備され、快適に暮らせるから

地域活動や趣味を楽しむ環境に恵まれ、いきいきと暮らせるから

その他

無回答

％

N=1,529

<MA>

63.3

49.1

43.1

41.5

33.2

31.1

23.3

18.2

14.5

13.6

11.5

5.8

0.3

4.3

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70

バランスの良い食事

健康診断の定期的な受診

適度な運動をしている

充分な休養や睡眠の確保

禁煙

体重や血圧の日常的なチェック

過度な飲酒を控えている

健康に関する情報の積極的な収集

禁酒

スポーツジムの利用

万歩計をつけている

テレビ体操をする

その他

何もしていない

無回答

％

N=1,529

<MA>

吸う

11.9%

吸わない

82.9%

無回答

5.2%

N=1,529N=1,529
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大腸がん、子宮がん、乳がん検診の受診状況と、検診を受けなかった理由 

 

いずれも「受けていない」が「受けた」より高い割合となっている。特に大腸がん

については「受けていない」の方が「受けた」を大きく上回っており、受診率が低い。 

受けなかった理由は、いずれも最も多いのは「症状がなかったから」で約４割の人

が挙げており、次いで「忙しかったから」が２割強となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.5

45.0

40.8

64.1

48.2

53.2

1.3

0.2

0.1

7.1

6.5

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年以内に大腸がん検診を受けましたか(N=1,529)

2年以内に子宮がん検診を受けましたか（N=848)

2年以内に乳がん検診検診を受けましたか（N=848)

受けた 受けていない わからない 無回答

20.4

40.8

15.1

6.1

14.2

8.7

17.6

25.5

40.4

11.0

11.5

12.3

11.8

12.7

21.6

40.2

11.1

9.6

14.0

11.6

16.2

0 10 20 30 40 50

忙しかったから

症状がないから

検診の受け方がわからないから

検診を受けることが不安だから

料金の補助がないから

その他

無回答

大腸がん検診を受けなかった理由（N=980)

子宮がん検診を受けなかった理由（N=408)

乳がん検診を受けなかった理由（N=450)

％
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地域の思いをかたちにできるまち  

 

 

参加してみたい（している）地域活動 

 

「文化･芸術･スポーツ」が突出して多く、半数近くの人が挙げている。次いで「在

日外国人や海外との交流などの活動」「身近な道路や公園などの清掃活動」がそれぞ

れ２割弱。 

 

 

 

地域が抱える課題や問題 

 

「近隣の人とのつきあいの希薄化」を半数弱、「高齢化による介護問題の深刻化」

を４割弱が挙げている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.0

19.6

19.2

16.8

12.8

11.8

11.2

10.5

5.7

1.6

16.6

0 10 20 30 40 50

文化･芸術･スポーツ

在日外国人や海外との交流などの活動

身近な道路や公園などの清掃活動

公園での花壇づくりや市民菜園等での農体験活動

身近な水辺や緑地の自然環境保全

交通安全や防災･防犯など地域の安全活動

高齢者や障害者への手助けや交流などの福祉活動

保育ボランティアなどの子育て支援活動

美しいまちなみづくりに関する活動

その他

無回答

％

N=1,529

<MA>

46.2

37.2

22.8

19.9

18.4

17.3

15.3

13.6

12.2

11.7

11.6

10.9

9.5

8.5

8.1

7.8

7.3

7.0

6.7

6.3

5.4

5.2

5.0

4.8

3.9

8.3

0 10 20 30 40 50

近隣の人とのつきあいの希薄化

高齢化による介護問題の深刻化

子どもが安心して遊ぶ場の不足

子どもたちの将来への不安

災害に対する備えの不足

子どもの減少による地域活力の低下

段差解消などバリアフリーの不足

家庭・地域の子育て機能の低下

ニートとなる青少年の増加

バスの便の減少

地域にあるボランティア団体や活動団体の情報不足

犯罪の増加・治安の悪化

地域に関する情報の不足

身近な健康づくりの場の不足

高齢者や障害者の外出困難

子ども・高齢者・障害者などの身近な相談の窓口の不足

認知症者に対する理解の不足

不登校、ひきこもりの増加

障害者に対する理解不足

地域活動をする場所の不足

住宅の建て替えの増加

青少年の非行

障害者の高齢化・重度化

発達障害児・者への支援の不足

障害者の就労支援の不足

無回答

％

N=1,529

<MA>
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大切な環境を守り育むまち  

 

 

環境を守るための取り組み 

 

現在取り組んでいることとしては「ごみを持ち帰るなど自然を汚さない工夫」が

最も多く、全体の８割以上の人が取り組んでいる。一方、今後取り組みたいこととし

ては「生ごみをたい肥化してリサイクル」が最も多く、現在の取り組み状況において

下位にあるものが上位に上がっている。上位５項目について平成 20 年度調査と比較

すると、いずれも平成 20 年度の数値を上回っており、環境に対する意識の向上が伺

える。 

 

 

 

＜参考 平成 20 年度調査結果との比較＞ 

 

  

80.8 

68.7 

62.1 

54.3 

47.3 

47.0 

46.4 

40.2 

29.8 

9.7 

6.7 

1.5 

0.3 

3.9 

6.9 

13.1 

15.4 

19.3 

16.1 

16.9 

23.3 

18.3 

27.2 

25.8 

38.5 

0.7 

0.3 

31.2 

0 20 40 60 80 100

ごみを持ち帰るなど自然を汚さない工夫

使っていない電化製品の電源はこまめに切る

買い物にマイバッグを持参

エアコンなど冷暖房機器の温度を、夏28℃以上、冬20℃以下に設定

風呂の残り湯を、洗濯や散水に利用

自家用車の使用はできるだけ控え、徒歩または自転車、電車、バスを利用

食品のトレイはリサイクルされるよう回収ボックスに出す

自宅や公園で、花、草木など身近な緑を守り、育てる

環境に配慮した製品を生活に取り入れる

フリーマーケットを利用

生ごみをたい肥化してリサイクル

その他

特にない

無回答
(現在） 環境を守るためにしている取組

(今後） 環境を守るためにしたい取組

％

N=1,529

<MA>

80.8 

68.7 

62.1 

54.3 

47.3 

65.0 

53.3 

51.8 

34.4 

44.7 

0 20 40 60 80 100

ごみを持ち帰るなど自然を汚さない工夫

使っていない電化製品の電源はこまめに切る

買い物にマイバッグを持参

エアコンなど冷暖房機器の温度を、夏28℃以上、冬20℃以下に設定

風呂の残り湯を、洗濯や散水に利用

H24 H20

％

19.9 ポイント

大幅増加  

15.8 ポイント

増加し８割に  

他項目も  

いずれも増加  

（上 位 5 項 目 を抜 粋 ） 
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87.2

52.6

47.7

46.1

37.9

14.1

5.8

0.4

2.2

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ごみと資源物の分別を行っている

食べ残しをしていない

生ごみの水切りをしっかり行っている

食材を無駄なく使いきっている

マイ箸を使用している

量り売りなど必要な分だけ購入している

生ごみのたい肥化を行っている

その他

何もしていない

無回答

％

N=1,529

<MA>

区内に緑や農地は
必要ない

4
0.3%

少しずつ減少しても
構わない

45
2.8%

現状のままで良い
279
17.6%

積極的に残していく
べき
1,218
76.7%

無回答
24
1.5%

その他
18
1.1%

N=1.588

身近な緑や農地について、今後どのようにしていくべきだと思いますか

燃やすごみを削減するために行っていること 

 

「 ご み と 資 源 物 の 分 別

を行っている」が突出して

多く、９割近くの人が挙げ

ている。以下「食べ残しを

していない」が５割強、「生

ご み の 水 切 り を し っ か り

行っている」「食材を無駄

なく使いきっている」が５

割弱となっている。 

 

区内の緑地や農地などの保全について 

 

「現状を維持していくべき」が約半数、「積極的に増やしていくべき」も４割以上

を占め、これらを合わせると９割以上の人が緑地や農地の保全に前向きな意見を持っ

ている。なお平成 19 年度調査と比較すると、「積極的に残していくべき」は 34 ポイ

ント減少しているが、「現状のままでよい」が 32 ポイント増加している。 

 

 

＜ 参考 平成 19 年度調査結果との比較 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的に増

やしていくべ

き

42.7%

現状を維持

していくべき

49.7%

減少しても仕

方がない

2.6%

区内に緑地

や農地は必

要ない

0.3%

その他

0.9%
無回答

3.9%

N=1,529

32 ポイント増 

緑 地 ・ 農 地

の 保 全 意 向

は９割強で  
変化なし  



16 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度 青葉区区民意識調査 調査結果 報告書 概要版 

 

発行日 平成 24 年 9 月 

 

発行 青葉区 総務部 区政推進課 企画調整係 

〒225-0024 横浜市青葉区市ケ尾町 31 番地 4 

TEL 045（978）2217 

FAX 045（978）2410 

 

 

 

 


